
師走の慌ただしい季節となり、今学期も残すところあ

と僅かになりました。 
12月の図書室壁面はここ数年、年長さんへの応援の意

味も込めて「きらりの会」で演じるお話を題材にしてい

ます。今年は「スイミー」でしたね。保護者の皆様もお

そらく教科書で読んだことがおありではないでしょう

か。大人になって読み返してみると小学生の時には気づ

かなかったことを改めて発見したり、感じたりすること

ができるかもしれません。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
＊は図書室にあります。 ✿は谷川俊太郎さん訳・出版社は好学社です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  
大森みのり幼稚園 

みのり図書室だより 
         

        

じぶんだけの いろ ✿ 

カメレオンは周りの色に合わせ

て色が変わってしまい自分だけの

色がないのを悲しく思っていまし

た。ある日、別のカメレオンに出

会い、同じ気持ちだとわかり、自

分の考え方に変化が訪れます。 

 

＊コーネリアス ✿ 

立って歩くことのできるワニのコー

ネリアス。そのことを、他のワニ達に

自慢してもみんなは「それがどうした

の？」と言われてしまいます。 

そこで、新しい世界を見るために旅に

出ることにします。さあ。どうなるで

しょう？ 

＊フレデリック ✿ 

冬に備えて食料を蓄えている野ね

ずみたち。フレデリックだけは何も

せずにじっとしていましたが 

「こう見えたって働いているよ」 

と言っていました。やがて冬が来て

食べ物がなくなった時、フレデリッ

クみんなのために言いました。 

＊あおくんときいろちゃん 

藤田圭雄 訳 至光社 

レオ・レオニさんのデビュー作で

あり、孫のために作られました。 

仲良しのあおくんときいろちゃん

ん。遊んでいるうちに「みどり」に

なってしまいました。それぞれの家

に帰ると家族は・・・ 

＊アレクサンダとぜんまいねずみ✿ 

ある日、ぜんまいねずみのおもち

ゃウィリーとのねずみのアレクサン

ダは友達になります。ウィリーがみ

んなにかわいがられていると知り、

アレクサンダは願いをかなえてくれ

る虹色のトカゲに会いに行きます。 

せかいいちおおきなうち ✿ 

背中におうちを背負い葉から葉へ

移動するかたつむり。ある日、小さ

なかたつむりがお父さんに「大人に

なったら世界一大きなおうちがほし

い」と言いました。それを聞いたお

父さんがある話を始めます。 

 

今回は、レオ・レオニさんの作品を紹介します。 

ご興味のある方はこれを機会に是非お子様と一緒に読んでみてはいかがでしょうか。 

２学期もありがとうございました。ご家族で楽しい年末、年始をお過ごしください。 

３学期もどうぞよろしくお願いいたします。  
 

レオ・レオニの世界 
作者のレオ・レオニさんはオランダ生まれ。父親の仕事の関係でベルギー、イタリア、スイス

と色々な国に住んでいました。アメリカでイラストレーターやグラフィックデザイナーとして活

躍した後に「あおくんときいろちゃん」で絵本作家としてデビュー、「スイミー」は 1963年に出

版され、今年で 60年を迎えました。日本では 1977年から小学校の教科書に採用されています。 

彼の作品の特徴は、抽象的な形、魚、鳥、動物が主人公になっていることです。デザイナーの

経験を活かし絵本にも以下のように色々な方法を採用していますので、見比べてみるのもおもし

ろいですね。 

 
・「スイミー」 

“モノタイプ”という紙やアク

リル板に油性または水性絵具

で絵を描き写しとる方法 

・「フレデリック」  

・「アレクサンダとぜんまいねずみ」 

コラージュという切った紙を貼り付

ける貼り絵のような方法 

・作品によって色鉛筆だけで

描かれたもの 

・スタンピング（スタンプで押

していく方法）など 

2023年 12月 19日  図書部 柄澤可奈子 

 



                                                               

来年の干支は辰年です。竜やドラゴンの出てくる本を紹介します。 

年末年始におすすめ絵本 

図書ボランティア活動報告 
12月 6日に図書ボランティアの活動を行いました。ご参加してくださった保護者の皆さまありがとう

ございました。今回も大型絵本、図鑑を中心に修理をしました。経験者の方も初めての方も手際よく作

業をしてくださり、おかげさまでたくさんの本を修理することができました。 

子どもたちにも保護者の皆さまがお手伝いしてくれたことを伝えて、これからも大切に読んでいきた

いと思います。３学期も活動を予定しております。簡単な作業ですので、皆様のご参加をお待ちしてお

ります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 

 

＊は図書室にあります 

＊赤い目のドラゴン 
アストリッド・リンドグレーン作  

岩波書店 

ある日、女の子の家の

豚小屋で 10匹のブタと

一緒に赤い目をしたドラ

ゴンが生まれました。 

お母さん豚はドラゴン

にお乳をあげるのを嫌が

ったので、女の子がドラ

ゴンを育てることになり

ました。 

＊エルマーとりゅう 
ルース・スタイル 

ガネット作 福音館 

「エルマーのぼうけ

ん」の続編。 

家に帰る途中で嵐に

あいカナリヤだけが住

んでいる島に不時着し

たエルマーとりゅう。 

その島で、カナリヤ

の王様から宝箱探しを

頼まれます。 

＊ちび竜 

工藤直子 作 童心社 

小さな粒から生まれ

たちび竜。色々な生き

物と出会い、たくさん

のことを教えてもらい

ます。やがてどんどん

大きく成長した竜。風

や水、土とも仲良くな

り神通力もつかえるよ

うになりました。 

 

＊ほしになったりゅうのきば 

君島久子 作 福音館 

あるとき、２匹の竜がけん

かをして天が裂けてしまいま

した。その天の裂け目の下の

村に住んでいたサンという若

者が村のために天の裂け目を

元に戻す方法を探しに山へ出

かけます。果たしてサンは天

の裂け目を元に戻すことがで

きるのでしょうか？ 

 

りゅうのめのなみだ 
濱田広介 作 偕成社 

みんなから怖がられ

ていた竜。ある日、竜

を怖がらない男の子が

自分の誕生日に竜を呼

ぶことにしました。 

誕生日、男の子は竜

に会いに行きます。 

さて、竜はお誕生日

に来てくれるでしょう

か？ 

＊こたつ 

麻生知子 作 福音館 

皆さんのおうちにこた

つはありますか？このお

話は大みそかの朝に、夜

中まで起きていると宣言

したこうたくんが新年を

迎える様子を描いていま

す。 

こたつを真上から見る

楽しい絵本です。ちょっ

と懐かしい風景です。 

どんぶらどんぶら七福神 

みきつみき作 こぐま社 

七福神を知っています

か？この絵本は調子のよ

い数え歌で七福神を紹

介。繰り返し読めば７人

の神様を覚えられるかも

しれませんね。 

初詣に行く前に読んで

池上の七福神巡りをする

のもおすすめです。 

＊ぽかぽかゆずおふろ 
すとうあさえ作 ほるぷ出版 

柚子をたくさんもら

ったあっくんはゆず屋

さんを始めます。ゆず

湯にはいって「ん」の

つく食べ物を食べると

風邪をひかないそうで

す。12月 22日の冬至

の日に読んでみてくだ

さいね。 

＊十二支のおもちつき 

すとうあさえ作 童心社 

年末におじいさんと

おばあさんが餅つきの

準備をしていると、お

腹をすかせたネズミが

やってきました。 

お米をあげると次の

日、ネズミが十二支を

連れて餅付きの手伝い

をしてくれることにな

りました。 

＊じょやのかね 
とうごうなりさ作 福音館 

大晦日の夜に男の子が

お父さんと除夜の鐘を突

きに行くお話です。表紙

を見てわかるように全ペ

ージ版画で黒と白の２色

ですが、夜の暗さや寒さ

がリアルに伝わってきて

きます。 

除夜の鐘をつく場面は

本当に音が聞こえてきそ

うです。 

 


